






























































レイ・C・アンドリュース著「Whale Hunting With Gun And Camera」より
左：明治末期に進出した東洋漁業の事業所
右上・右下：鮎川の旅館でくつろぐ著者と初版本
鮎川港を行き交う捕鯨船
上：ミンク船丸泉丸
中：ミンク船太平丸
下：鮎川港に停泊するミンク船
展示船：第１６利丸
左・上：操業時
下：現在の展示船
最初期の牡鹿くじら祭り
突拍子もない山車の練りあるき
こんなに町に集まってきた！
みんなが本気で笑っていた
捕鯨の町：鮎川の盛衰
牡鹿半島の突端に位置する鮎川の捕鯨文化は、明治39年に山口を本拠地とする東
洋捕鯨が進出したことにより、本格的に花開いていきました。高知や和歌山をはじめ、
全国各地の有力な捕鯨会社が事業所を設け、素朴な漁村にすぎなかった鮎川は、捕
鯨基地の町として活況を呈するに至ったのです。
大正末期になると、外部資本に依存していた大型鯨類の捕鯨に対し、地元有力者た
ちによって鮎川捕鯨が設立され、マッコウクジラを取って肥料を製造するなど捕鯨が地
場産業として定着していきます。
また、それまでゴンドウクジラをとっていた勇幸丸を和歌山の太地から持ち込んだ長
谷川熊蔵によって、金華山沖で捕鯨会社に許可されていなかったミンククジラを狙う小
型沿岸捕鯨が、鮎川に基盤を置いた捕鯨として発展していきます。大型鯨類の捕鯨船
に対し、こうしたいわば家業として行う捕鯨の船を特に“ミンク船”と呼ぶことには、鮎川
の地元の産業としての親しみが込められているようです。
戦後、食料難への対策もあって、南氷洋（南極海周辺）での捕鯨が再開され、鮎川の
人々は小型沿岸捕鯨と大型鯨類の遠洋捕鯨にも深くかかわっていきました。南氷洋に
行った経験は、男たちにとって誇りであり、その証として異国の土産物や動物・貝類など
の標本を家に飾っておくなどしている人も多かったようです。
鮎川の捕鯨産業は、国際規制による商業捕鯨の全面停止をうけて衰退していきまし
た。鮎川で盛んだったミンククジラ漁も禁止され、現在の鮎川ではツチクジラ等の小型
沿岸捕鯨と調査捕鯨において捕鯨が続けられています。
